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今日のお祝い　「おめでとうございます。心よりお慶び申し上げます。」

＊事業所開設
　小山賢司君（10日）

＊夫人誕生日
　恵津晴夫君（ひろみ夫人10日）
　常磐重雄君（麗奈夫人14日）

＊結婚記念日
　前島憲司君（14日）

点鐘　…髙橋　宏会長

斉唱　…君が代・厚木 RC の歌

会長報告

◎ガバナー事務所　より
・地区直轄プロジェクトの実行委員会　委員募集

◎厚木友好交流委員会　より
・平成２６年度厚木市友好交流委員会理事会及び

総会の開催について

スマイル

丸田隆弘君
今日はスマイルが全くないのでスマイルします。皆
さまにスマイルするような出来事、良い事があるよ

う心よりお祈り申し上げます。

今日のお花

アマリリス（鈴木茂男君）
ホタルぶくろ（会田義明君）

第2610回例会（6月3日）☆司会　十亀健志 副SAA

今日の例会（2014 年 6 月 10 日）

「クラブ協議会」
担当：髙橋　宏会長

次回の例会（2014 年 6 月 17 日）

「未定」
担当：壽永純昭君

卓話 「私の生いたち『我が野球人生』」

担当：恵津晴夫君
私の人生を変えてくれた3人の恩師がいます。

私は今でも生まれ育った横浜市旭区(相鉄線鶴ケ
峰駅)に住んでいますが、生まれた時から近所にー
学年上の先輩がおり幼少時をすごしました。家族
ぐるみの付き合いをしており毎日一緒に遊んでい
た記憶がございます。その先輩のお父さんが野球
大好き人間で小学校に上がる前から先輩と私にユ
ニフォームを買ってくれて野球を教えてくれまし
た。私も徐々に野球が好きになり取り込まれてい
きました。小学校の中学年でその先輩と野球チー
ムに入り先輩はあまり上達しませんでしたが私は
どんどん力を付けレギュラーになりました。

もう、亡くなってしまいましたが野球を教えて
くれたおじさんに感謝しています。

中学生になり地元の中学に進学したわけです
が、少年野球もやっていたので先輩・同期も知り
合いが多く不安はありませんでした。しかし、地元
の中学校は弱くもなく強くもないチームで区でベ
スト8程のチームだった気がいたします。4月に入
学し野球部に入部したわけですが、監督も冴えな
くこの程度と言った感じでした。夏の大会に入る
一ヶ月前に突然監督が替わることになりました。
一年生だったので理由はわかりませんが突然の交
代だったような気がします。
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次の監督は特殊学級の担任先生で「中村先生」だ
と聞きました。特殊学級の先生だったのでよくわ
からず、また、一年生の一学期だけだったので先生
のことはわかりませんでした。

練習にくるや、いきなりバッティングピッ
チャーをするとのことで見ていました。一球目を
投げ、全員が唖然とした記憶がございます。球が速
く中学生の私には初めて見た球でした。もちろん
先輩レギュラー陣も打つことができず、当てるの
がやっとのことでした。こんな先生(監督)がいるな
ど知らずビックリした記憶がございます。

後で聞いた話ですが、中村先生は私の母校横浜
高校の野球部を卒業し(今の渡辺監督の2年先輩)、
中学の野球監督としては有名で、私の中学に来る
前は鶴見の潮田中学で関東大会に優勝(当時は関
東大会しかなかった)。投手は横浜高校で全国優勝
をした永川さんで(私の7年先輩)、その後ヤクルト
に入団いたしました。その後も横浜高校へは良い
選手を送り込んでいたそうです。私の中学に赴任
したのは私が入学する2年前で体調を崩し野球は
教えてなかったそうです。突然の監督交代は前監
督からの依頼で体調も良くなり替わったそうで
す。

中村監督となり練習内容が変わり選手も真剣に
なり、また怖いこともありNOはなくハイとしか言
えない雰囲気でした。3年生の先輩は夏の大会3戦
位で負けましたが、翌年は(私が2年生)横浜市でそ
こそこの成績だったような気がいたします。私は2
年生からレギュラーでしたが、1年生の時から3年
間中村先生に教わり、野球とはから教わり、フォー
メーション・チームプレーなど色々教わることが
でき、私の野球の基礎を作ってくれたことに感謝
しています。3年生では中村野球が浸透し、横浜市
でも好成績をおさめることができました。

中村先生の推薦もあり私は横浜高校野球部に入
部いたしました。当時野球部は私の1年先輩で愛甲
さんが1年生で甲子園に行き活躍をした翌年でし
た。入部者も100人を超え、私は運よく合宿場に入
ることができレギュラーと一緒に練習をすること
ができました。私自身中学野球ではそこそこと思
い入部したわけですが、体格の違い・スピード・
パワーなどどれをとっても大きく違い圧倒される
毎日でした。それも中学卒業は15歳で3年生は18歳
です。この歳の3年の成長は違いすぎることを痛感
いたしました。

私が1年生の時は愛甲さんが2年生で、甲子園優
勝との前評判があり誰もが優勝だと思っていまし

た。それが県大会決勝でY校のジャンボ宮城に負け
てしまいました。翌日から、3年生が抜け2・1年生
の練習となったわけですが、優勝候補といわれ負
けたわけですから、監督としては実力はあるもの
の思い上がり、チーム内の乱れなど、チームプレー
で負けたとしきりに言っていたような気がします。

新チームとなり目標は「全国優勝」とチームの合
言葉になり、一人のエラーも全員の責任でライト
ポールまでウサギ飛びをさせられました。昭和55
年夏の大会を迎え、私はレギュラーではないもの
の準レギュラーとしてユニホームを着れるかと
思っていましたが怪我でユニホームを着ることが
できませんでした。県大会で前年優勝のY校ジャン
ボ宮城が負け、順当に横浜高校が優勝しました。

甲子園に行き、1年前の合言葉「全国優勝」を前
面に出し、当時の新聞でも「横浜は前年の悔しさを
今年は必ず優勝するために甲子園に来た」と大き
く書かれた記憶がございます。優勝宣言をし優勝
したチームだと後々言われ続けました。

1・2回戦を勝ち続け3回戦も苦しい中勝ち準決
勝も勝ち、決勝へ進出しました。相手は早実1年生
の荒木大ちゃんです。関東勢の決勝となり1年生
の大ちゃんは人気絶頂となり女性ファンの多さに
ビックリしました。結局、横浜が6対4で勝ち、公約
通り優勝することができました。

3年生が引退し、我々の代となり、まずは春の甲
子園を目指すべく練習が再開されました。前年度
甲子園優勝校として騒がれ練習試合でもかなりの
応援が来ていました。秋の大会も神奈川県で優勝
し関東大会に進みました。関東大会では負けてし
まったものの、前年度の優勝校として春の甲子園
出場もありえる位置にいました。

ところが、野球部内で暴力事件が発生し、マスコ
ミが嗅ぎ付け、新聞一面に「前年優勝校横浜高校で
暴力事件発生」と大きく報じられ我々は出場停止
となってしまいました。停止期間は翌年の7/8ま
で。県大会の開会式が7/10でしたのでぎりぎり県
大会には間に合いました。ただし対外試合禁止な
ので練習試合もできずぶっつけ本番となるわけで
す。処分が決まり、我々の目標として「全員で真紅
の優勝旗を返す」を目標にひたすら練習だけをし
ていました。

その年の強豪は東海大相模・法政二高・日大藤
沢でした。我々は、シードもなく一回戦から県立高
校などと試合をし勝ち進みました。私は2番ライト
として背番号は9番でした。一回戦が終わり合宿場
で昼寝をしていると、体がだるくみるみるうちに
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出席報告　＜会員 38 名、出席対象 37 名＞

5 月 20 日例会　　確定出席率 91.18％ 6 月 3 日例会　　出席 35 名　欠席 3 名　出席率 94.60％
＜事後メイク＞
　小山賢司君 （5月30日／厚木県央RC）

＜事前メイク＞
　壽永純昭君 （5月23 ～ 24日／新会員の集い）
＜欠席＞
　小山賢司君、吉川博宣君

腫れ上がり病院に行ったところ、風疹と診断され
自宅に戻され、毎日朝・晩と医者に行き注射を打っ
てもらい一週間で治してもらいました。2回戦は
病み上がりもあり、途中出場でふらふらしていま
した。3回戦は通常通り2番ライトで出場し、準々
決勝は強豪日大藤沢、準決勝は法政二高、決勝は東
海大相模と当たり優勝をすることができました。
目標の「全員で真紅の優勝旗を返す」は果たすこと
ができました。

甲子園では一回戦で徳島商業に勝ち、二回戦が
強豪金村率いる地元兵庫の報徳学園と当たりまし
た。結果は金村に2本ホームランを打たれ、4-2で
負けた記憶がございます。

こうして野球人生を歩んできたわけですが、私
にはところどころで良い指導者とめぐりあえた
と思います。渡辺監督は常に「人生の勝利者にな
れ」と私どもに言っていました。当時は理解して
いませんでしたが、人生色々なことがあり乗り越
えるものが沢山ある、どんな人生でも振り返って
見て自分自身が満足できれば良いと、そのための
トレーニングをしっかりとやれと言われてきまし
た。

どんなこともあきらめずに私自身これからも生
きていこうと思います。ご静聴ありがとうござい
ました。


